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1. はじめに 

マイクロマシン等のデバイス評価や生体測定等の

分野では、微小な振動変位の非接触計測が有用であ

る。我々は、シンプルな光学系と高精度な測定の両

立を目指し、参照光を高速位相変調した干渉計によ

る動的変位測定を提案し、研究を進めてきた。これ

までに、数 10 nmオーダーの動的変位の精密測定や 

[1-5]、多点測定の原理確認に成功している[6]。今回、

ガルバノスキャナを用いた新たな光学系を構築し、

レーザビームの走査による面内多点振動変位計測に

成功したので報告する。 

 

2. 実験 

Fig.1に実験系を示す。波長 1537 nmのレーザ光が

光ファイバMach-Zehnder干渉計に入射し、プローブ

光路と参照光路に分けられる。参照光には、LN 位

相変調器により、10 MHz の三角波で位相変調が加

えられる。プローブ光はガルバノスキャナとテレセ

ントリックレンズにより、振動物体表面の任意の点

に照射され、反射光がファイバ内に戻る。その後、

参照光とプローブ光はカプラで合波され、バランス

検波器で干渉信号が検出される。得られた干渉信号

の解析により、物体の動的変位を測定する。本実験

では、直径 1.7 cm の円板型 PZT 素子をサンプルに

用いた。PZTには周波数 100 kHzの正弦波を印加し

た。この実験系で PZTの中心、および上下左右に 1 

mm 離れた 4点の測定を行った。 

Fig.1. Experimental setup for multipoint measurement 

of in-plane vibration displacement.  

3. 実験結果 

Fig.2に、PZT表面各点における振動変位測定結果

の一例を示す。全ての測定点で平均周波数が 100 kHz 

から誤差が 0.3 kHz 以内の変位波形が観測されてお

り、構築したビーム走査光学系の基本動作が確認で

きた。 

Fig.2. Result of vibration displacement measurement. 

 

4. まとめ 

本研究では、位相変調光を用いた干渉計による動

的変位測定システムにおいて、レーザビーム走査光

学系の導入で面内多点振動変位計測を可能にした。

更に、圧電素子の振動測定によりその動作確認に成

功した。今後、レーザビーム掃引による面内振動変

位分布の自動計測の検討を進める。 
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